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こ れ ま で蓄積されてきた高等教育の研究スタイルからみると不辛労な点が多摩あることだろうO
だ が ､ こ の ように専閃性の上で も ｢高等教育｣と ｢教育人間学｣の境界に立つWAの日にち望006
年 度 後期の授業がどのよ うな もの と映ったのかを書き起こすことには､何らかの意味があると
考えられるO本稿ではぅ特 に矢野裕俊教授 (大阪市立大学大学院創造都市研究科)の鎗担した
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公開授業を芸専管き 続 き 行 わ れ た授業検討会には勺授業者習ある矢野教授を含 め等 9名が参加し
たO参加者は滝本 セ ン タ - 側 が6名習あり句筆者をのぞ≪全員が東学教展であったo検討会に
は句授業者が授業に お い 等 発した ｢闘い｣に対し竃勺授業検討会の参加者がなぜそ の間むもなの
かと問う勺という形 式 が 慮 られたoこの点につい冒考えてみたむも｡













































こ の 意 味で､どのような ｢問い｣を立てるのかは､限られた授業時間の中で授業者と受講生
が ど こま で行くのかということにかかわっていると言えるだろう｡その問いの立て方で､受講
生 た ち のステレオタイプの考え方に揺さぶりをかけることができるのかOこれが勺検討会参加
者が授業者に向けた ｢問い｣であったように思われる｡
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授業検討会では､授業で 提示された テ キ ス 巨の扱い方をめぐっても､幾つかのやりとりがあ
った. 次に､授業における テキストの 扱 い 方 に つ い て考えていく｡
授 業 では､毎回授業の進 め方を示し た レ ジ ュ メ だ けでなく､ある程度分量のあるテキス トが
提示 さ れた｡テキストは､受講生が授 業 者 の ｢問 い ｣を考える手がかりとして尊えられている｡









に重きをおいている｡これは鴇 且-2でも述べ た とおり､受講生の開JEihを引きつける重要なボ
イン紅である｡そもそも､関心をもたなけれ ば 勺 ひ っかかりが受講 生に生じることもないo三
のことは勺矢野教授が滝｢教養教育とは､受講 生 の 中 に ひっかか り を 残 せるかどうかにかかって






































生それぞれがどのよ う に か かわるのかを再考するきっかけとなった｡矢野教授はb且回田の授
業において勺詩人であ る 茨 木 の り 子 が 匂 由ら感銘を受けた詩を ｢生まれて｣｢恋愛｣｢生きるじ
たばた｣｢峠｣｢別れ｣ と も も う 言 葉 の も と に ま と め た 『詩のこころを読む』組閑釦 というテキ
ス陸を取りあげたOこのテ キ ス 陸 は 岩 波 プ 皿 ニ ア 新 書 と し て童に中学生を対象に出版されてい
るものであるO矢野教授はこの テ キ ス 陸 と の か か わ り 方 と し て ｢中学生と同じ田線で読むこと｣
と勺｢中学生向けのもの滝と一歩馴 n て 読 む こ と ｣ と を 比 べ な が ら勺｢中学生向けの も の ｣ と 高





















に深くかかわり､ともに授業者の立てた ｢問 い｣へ と巻 き 込 ま れ て い く こ と が 必 要 で あ っ た o
TA の観点から見えてきたことを通して､受講生にとっては ｢問い｣の深まりに対するメディ
アとなり､授業者にとっては受講生理解のメディアとなることが､管Aの課題である｡
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